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                        保幼こ小中一貫コーディネーター：奥村 崇志 

第２回袋井あやぐも学園幼小中一貫教育研修会 その④ 

                ～取組の真化を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 
前号に引き続き、６月 7 日（水）に行われた袋井あやぐも

学園幼小中一貫教育研修会の分散会の様子を取り上げます。

が袋井あやぐも学園カリキュラムをもとに

協議しまし

た。 

 

＜体づくり部より＞ 
・個人個人竹馬を作っている幼稚園がある。 

・テーマの中で体を使って遊ぶ楽しさを伝えている。また、ルールを

守りながら遊ぶことができるようにしている。 

・保健体育の授業で、遊びを積極的に入れている。 

・中学校では、遊びが生きた経験が生かされている。生徒主体で作る

体育大会において、競技の種目やルール決めが自分たちでできる。 



・ゆたかな遊びプロジェクトを実施し各学年で遊びの道具を充実させ

ている。転がしドッジボールなど、バリエーションを増やしている。 

・縦割り活動を実施したり、木曜日をクラス遊びの日に設定したりし

ている。 

・保健体育の授業では、子どもたちの関わりが自然に発生する。その

中で、子どもたちからのアイデアを引き出していきたい。 

・なかよしタイムを実施し、異学年交流を行っている。 

 

・体力アップコンテストを行い、 

運動の機会を増やしている。 

・運動が「好き」「嫌い」ではな 

く、なぜ必要なのかを考えさ 

せている。大人になっても、体 

を動かすことに何らかの形で 

関わることがある。 

・幼…場の設定、共に遊ぶ 

  小…遊びの紹介、共に学ぶ 

                    中…体育祭等の企画・ 

生徒が運営する 

 

 

 

 

 

 

 
※ 袋井あやぐも学園のあゆみは、「ホームページ 学園情報」を御覧ください。 

袋井あやぐも学園 

学園カリキュラムを定期的に

確認してみましょう！ 

カリキュラムに立ち返り、幼

小中で一貫した指導になっ

ていくとよいです。 


